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思 い 出 の 「本 」 ジェームス・Ｄ.ワトソン著、

江上不二夫、中村桂子訳『二重らせん』
学長 渡邉 隆

「若者が一人で戦って勝ちとっていく姿がなんともすがすがしい。」

本 棚 を整理 してい た らなつか しい本が出てきた。 『二重 らせん』 とい

うタイ トルの本である。学部 の時、む さ

ぼるよ うに、いっきに読 み上 げたのを覚

えている。 あの ころ、 この二重 らせんの

構造 をもつDNAが 、20世 紀 か ら21世 紀

に こんなにも大 きな人類 の文化 の展開 を

す るもの と思 って もいなかった。 この数

年 間でも 「DNA」 が話題 にな り、世間

を湧 かせ てい る生命 科学の基本 をつ くっ

ているこ とを、毎 日の よ うに 自覚 され ら

れ るような 日々で ある。

当時、学部生だ った私は、大学 でX線

回析分析 を主 な手法 とす る鉱物 の結晶構

造の解析 を行 っていた。X線 回析現象 か

ら得 られ るフィル ム上の斑点を追い、コ

ンピュー ター によるフー リエ解析 に より

結 晶構造 を決定 していた。

あの当時の技術では、DNAの よ うな

多分子の結 晶構造 の解析 を行 うのは不可

能 に近い と皆 が思 っていた。 ところが、

ワ トソンとク リックによってDNAの 構

造が、二重 らせ ん構造 をもつ物質 として

解明 された とい う。信 じ難い ことであ

る。 しか も英 国の有名 なCavendish研 究

所での仕事であ るとのこ と。 当時、私の

よ うな若 者は、興 味にひ かれ、その本 を

手 に したのであ る。

その初版は、1967年 に発行 された もの

で、た しか講談社 か ら出 され たものだ っ

た と記憶 してい る。今 、手元 にあるの

は、1980年 に新 装改訂版 として出された

もので ある。あの初版 は、ボ ロボロにな

り、九州

大学から

私が上越

教育大学
へ移 ると

きどこか

になくし

てしまっ

たのだ。

そ して、

上越教育

大学に

移ったと

き、1982年 再版のこの本を思い出にと購

入 したのだった。あれからほとんどこの

本は開いていない。

当時をさかのぼってみると訳者である

東京大学の江上不二夫先生のことは存知

あげてお り、大学で講演会をお願い した

ことを思い出す。私のいた東京教育大学

と東京大学は、すぐ近い ところにあり、

先生にはタクシー代ぐらい、た しか

2,000円 ぐらいの講演料でお願いしたの

ではないか と思 う。当時、科学技術研究

会 とい う理学部の組織で、その会長をつ

とめていたので、私が先生にお願い し

た。直接お伺い したわけでもなく、電話
一本で
、何月何 日の何時においでいただ

きたいと。それだけで何の苦言 もいわず

学生の前で 「これからの科学技術」とい

うテーマで1時 間ほどご講演いただい

た。

また、中村先生は、今では、三菱生命

科学研究所長をっとめられ、今や生命科

学の第一人者である。あの当時は、江上

先生の研究室の大学院生か研究生だった

(2ぺ一ジに続く）
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（１ペ一ジから続く）

のではないか と記憶 してい る。

このお 二人 の訳者 によるこの本は、若者 の心を

とらえた。 とくにワ トソン とい う 一人の若 者がア

メ リカか らイ ギ リスに乗 りこんでCavendishの 研究

者 を相 手にDNA構 造へ の挑戦 をく りか え してい

くあ りさまえを描 いているこの本 は、一種 の探偵

小説の様 をな している。

あの ノーベル 学者 のライナ ス ・ポー リングの性

格や ローエ ンス ・ブラ ッグ卿 の人柄 の描写や ポー

リングの息子の ことな ど話題 には、 こ と欠 かな

い。 とて も楽 しい本 であ るが、若者 が一人 で戦 っ

て勝 ちとってい く姿がなん ともす がす が しい。私

は、当時、研 究者は、 こ うあ るべ きなんだ と強 く

影響 された。

この本での なん とい って も忘れ られ ないのは、

DNAの 構造 を解いたのは、X線 構 造解析 とい う

直接法 で行 ったので はなく、DNAに 関す る生物

学の情報 がDNA二 重 らせん構造でなけれ ばな ら

ない と結論 に到 った のはワ トソンの推論 に よるも

のであった とい うこ とで ある。 この ことは、後に

DNAを 解析 してい る種 々の本で、詳細に解説 さ

れてい る。 もう一つ は、中村先生の あとが きが魅

力的であ る。訳本 が出たあ とワ トソン博士が、来

日した ときお会 い し、ワ トソン博士か らうかが っ

た とい う話が印象 的である。

ワ トソン博 士は、キャベ ンデ ィシン時代、研究

対象 は、DNA以 外 は、興味がもてなかった と

い ってい る。 「DNA解 析 を競争 してい たロザ リ

ン ト博士や、ポー リング博

士 とはちが っていた よ う

だ。 自分が ク リックと一緒

にDNAの 構造 を明 らか に

しても、ロザ リン ドは、少

しも落胆せず 、そ の後す ぐ

にタバ コモザイ ク ウィルス

の研 究に うつ り、す ぐれた

仕事 を している。 また、

ポー リング博 士に しても、

もともと、何 で も興 味をも

っ多才な巨人で、DNAも

数あ る興味の うちの一つ にす ぎなかった。 なにがな

んで もDNAと 思い込 み、何 を考えていて もす ぐに

DNAの 方に頭 がいって しまった 自分 を思い出す」

と語 ってい る。

その思いが、DNA研 究の最初の勝利 者 になった

理 由でなか ったのだろ うか。

この本の思い出はつ きない。若 い時代に焼 きつい

た本の印象、頁の 中の文字が、写真 が忘れ られ な

い。そ してそ こか ら自分が もらった ものの大 き さに

驚 く。本 とい うものはそ うい うもの なのだ ろ う。文

化 を表現す る最 も基本的な財産 なのだ。

○ 図書館 では講談社文庫版(1986年 刊 ・上図)所 蔵

※原著 『TheDoubleHelix』 も所蔵 して います 。

請求記号=464.27-W48(棚5左 側)

。 ・

佐藤紀子著 「看護師の臨床の 『知』 看護職生涯発達学の視点から」

医学書院2007年

,回私がお薦めする一冊

は、図書館の新刊棚で

見つ けた 『看護師の 臨床の

「知」』 です。

この本 を手 に したきっか

けは、副題 にある"看 護職

生涯発達 学"と い う見慣れ

ない文字 に心惹 かれ たか ら

です。看護職 生涯発達学 と

は、 「75歳まで看護 師 とし

て仕事 をしよ う」 とい う言

葉 をモ ッ トー とす る著者

が、看護師が妊娠 ・出産 ・

子 育て、そ して親の弁護 を

しなが ら、それで も仕 事を継続 してい くために新 し

く構築 し、発展 させ よ うとしている研究領域 だそ う

です.看 講師の離職 率の高 さは、何度 とな く聞いた

ことがあり、看護師を一生の仕事にしたいと一大決

心 して社会人入学をした私にとっても、他人事では

ありません。3章 から成る本書の2章 と3章 は、著

者の研究内容がメインですが、是非皆さんにお薦 め

したいのは、熟練 した看護師たちが臨床で経験 した

印象深い事例をい くつか紹介 した第1章 。看護師が

長年積み重ねてきた知識 ・経験を基に、 どのような

判断やタイ ミングで援助を行っているのかが分か り

やす く描かれてお り、3年 になり看護過程を本格的

に勉強した後に読み返 してみると、さらに考えさせ

られます。特に ドラマティックな内容が書かれてい

るわけではあ りませんが、1つ1つ の事例を読むた

びに静かで深い感動が広がってきます。字数の都合

で内容まではご紹介できませんが、清拭 と吸引に関

する事例にはハッとさせ られ る瞬間があ り、特に印

象的でした。(学 部3年 伊井晴美)

○請求記号:N238-Sa85(棚2右 側)
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トリイ ・ヘ イ デ ン著 、入 江 真 佐 子 訳

「シー ラ と い う子 虐 待 され た あ る少 女 の物 語 」

早川 書房1996、Hayakawabunkoト リイ ・ヘ イ デ ン文 庫2004

○ 請 求 記号:492.937-H49(棚8左 側)

私
が この本 に 出会 った のは今年 の一月 です。普段

本 をあま り読 まない私 です が、この本 が新刊 図

書 コーナーにあ るのを偶然見 かけ、半ば衝動的 に借 り

ま した。

この本 の主人公 は著者 であ る トリイ ・ヘイデ ン と、

6歳 に して傷害事件 を起 こし、 トリイの特殊教室 に送

られて きたシー ラとい う少女 です。決 して しゃべ ろ う

とはせず泣 きもしないシー ラは、 ときに怒 り狂 い金 切

り声 をあげ大暴れ して しまい、 トリイの手を焼いてい

ま した。彼女は、暴力や貧困、親 か らの虐待 に よって

心 を堅 く閉ざ していたのです。

しか し、実はずばぬ けた知能の持 ち主で、心の底で

は誰か に愛 されたい とい う、6歳 の少女 と して 当た り

前 の願い を持 っていま した。そんな彼女 に対 して も、

母親 のよ うに暖か く包み込む トリイ にシー ラは徐 々に

心 を開き始 めます。 ゆっ くりで はあるけれ ど、着実 に

深 い信頼 の絆で結 ばれてい く姿が この本 には描かれ て

います。

この物語 はノンフィクシ ョンで、その人 の感情 、悩

み、願 いが強 く伝 わってきます。ぜひ読ん でみて くだ

さい。 一読 の価値 はあ ります!笑

(学部2年 古川優香)

【ニュース】前号において、渡辺講師の 「私の人生を変えた本」の中で 『サイゴン日本語学校始末記』

(『ハノイの純情、サイゴンの夢』再収録)を ご紹介 したところ、それをご覧になった著者の神 田憲行

様が、本書を寄贈 してくださいました。現在入手が困難な作品で したので、大変感謝してお ります。

あ りがとうございました。

下記のみなさまより著書をご寄 贈いただきました。ありがとうございました。(2008/12/i～2009/5/31受 入分)

寄贈者 書 名 出版年 請求記号

岩崎保道
私立大学倒産時代における再建手法 と破産処理に
ついての研究

2005 377.1-196学

外

者

矢島和江 被災者を救え!災 害看護師奮闘記 2009 NO49-F67

亀山孝一 木花方言辞典 改訂版 2000 818-Ka36

神 田憲行 ハノイの純情、サイゴンの夢 講談社文庫 1998 292.3-Ka51

若井彌一 教員 の養成 ・免許 ・採用 ・研修 2008 374.3-W18

2008/12～2009/5受 入分<五 十音順〉

○看護研究誌(自 治医科大学)

○関西看護医療大学紀要

○近大姫路大学看護学部紀要
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地域 に根 ざした大学 あるい は図書館づ くりをモッ トーに、一般市民への開放 を進める大学

図書館が近年大幅に増えてきています。また、図書

館間で相互協力協定を結ぶことによって、大学図書

館間のみならず公共図書館との間でも図書の相互貸

借が可能になってきています。もちろん現在でも本

学図書館で所定の手続きをすれば、他大学図書館あ

るいは県内公共図書館の図書を借 りることはできま

すが、手続きの煩雑 さ、借用条件の制約、あるいは

時間がかかることや経費の負担など、いろいろな課

題があ ります。 これ等を少 しでも改善 しようと、多

くの図書館で様々な試みが行われています。例えば

図書館相互協力

平成21年 度開始 した 「新潟地域相互貸借ネ ッ ト

ワーク」では、新潟県立図書館、新潟市立図書館、

新潟大学附属図書館の三者が連携 し、市内を巡る専

用車両を運行 して利用者に負担のない図書の搬送を

可能にしました。このようにある限定 された地域で

なら、濃厚なサー ビスが可能 となります。問題は物

流システムとその経費です。限 られた資源の有効利

用を図るため、このよ うな可能性を探 りなが ら、

ネッ トワークの構築 と図書館間の連携を推進 してい

くことが、これからの図書館づ くりなのかもしれま

せん。(図 書館長関谷伸一）

本学 には約49,000冊 の蔵書 があ り、100種 類 を超 える雑誌 を定期購 読 していま

す。 しか しこれ らで皆 さんの要求 にすべて応 え られ るわけではあ りません。 これ

は 当館 に限った ことではな く、 どの大学図書館 も自館 の資料だ けですべてのサー

ビスが完結で きるわけではあ りませ ん。そのため図書館 では、大学図書館 ・公 共

図書館 ・国立国会図書館など、それぞれが独自性を生かして協力 して、利用者にサービスを提供すること

が一般的に行われています。今回はそ うした"図 書館相互協力"に ついてご紹介します。

1 LL.(lnterlirarvIoan)

利用者 の求 めに応 じて図書館 間で資料 の貸借 をす ることです。予算や書架 スペー ス、利 用頻度 な どの事

情 で 自館 で所蔵 していない資料 につ いて、所蔵 してい る図書館 か ら必要箇所 の複写 を取寄せた り、現物 を

借 りた りす るこ とがで きます。 申込者 は複写代や送料な どの実費 を負担 します。国内 に所蔵が無い場合

は、イ ギ リスの国立図書館(大 英 図書館)か ら複写 を取寄せ る ことが できます。

2訪 問 利 用

実際に資料 を手 に取 って閲覧 したい ときは、直接所蔵館 へ訪 問利用す るこ ともで きます。大学 図書館 は

ほぼ9割 がなん らかの形で、在籍学生以外 にも利用がで きるよ うになっています。利用条件 は図書館 に

よって異な ります ので事前 に問合せ をす る必要が あ ります。一般 的には、学生証 も しくは当館が発行す る

「資料利 用依頼状」 を持参すれば利 用できます。

訪問利 用す る と、そ の図書館が契約 しているオ ンライ ンデー タベー ス も利用 できます。

上越 教育大学附属 図書館 とは平成14年9.月 に相互協力協定 を結んでいるため、学生証 を持参すれ ば訪 問

当 日か ら資料 を5冊2週 間借 りることができます。 ちなみ に上教大では朝 日新 聞の記事や判例 のデ ータ
ベースを利 用できます。

今年度 中に、協力内容 をさらに充実 させ る予定です。

3総 合 目 録

訪問利用す るためには、 「どの図書館 に 自分 の探 している資料が所蔵 され ているか」が分 かっていなけ

れ ばな りません。 多 くの図書館 がホー ムページ上で蔵書検索(OPAC検 索)が できるよ うになってい ます

が、1館 ずつ検索 しな くても済む よ うに、大学図書館 、公共図書館それぞれ館種 ごとに図書館 をま とめて

蔵書検索で きる総合 目録 が存在 します。 これ らも図書館 が協力 して作成 してい る事 業のひ とつです。

大学図書館:NACSIS-WebCathttp://webcatnii.ac.jp/webcat.html

公共図書館:総 合 目録 ネ ッ トワー クhttp://unicanet.ndl.go.jp/psrch/redirectjsp?type=psrch

4重 複 雑 誌 交 換

当館 が加盟 してい る 日本看護 図書館協会では、毎年不用になった重複雑誌 を必要な加盟館 同士で交換 し

ています。 この事業のおかげで、送料 を負担す るだ けで、欠号 を補充 した り、歴史の浅い本 学で も1950年

代 まで遡 って看護系雑誌 を所蔵す ることがで きま した。

このように、今は図書館サー ビスにおいて図書館相互協力は欠かせません。い くつ もの図書館間のネ ッ

トワークが存在 してお り、常に協力と情報交換が行われています。
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博士の愛した敏式
小川洋子著 ・新潮文 庫・2005年

講師 岡村典子

ない私が、結局はこの本を読むことにしたのは、

お が わ ・よ う こ

1962年 岡山県生まれ

1991年 に 『妊 娠 カ レ ン

ダー』で芥川賞、2004年 に本

作で読売文学賞(小 説賞)受 賞

が、 この本を手に取ったのは、 ある紹介文が

私 きっか けで した。某看護大学 の某教授が、
"ケ アの本質 を哲学 的

、文学的 に味 わえる

本"と して紹介 していた のです。一瞬、私は読 も う

か ど うか躊躇 しま した。それ は、題名 の末尾にあ る

「数式」 とい う言葉 に、嫌 な鳥肌が立 ったか らで

す。小学校 の頃は、算数 が大 の苦手。5段 階評価 の

「1」 か 「2」 を とっていた私が、一度ぢ け 「5」

をとったのは、 ど うして も欲 しかった玩具??

(だ った と思 う…)を 買って もらうた めで した。私

よ りは、親 や先生 といった周 囲の人た ちが、異様 な

驚 きを表 したの を忘れ られ ませ ん。 中学で は、数学

の授業 中、机の下 に忍び込ませ たマ ンガにのめ り込

んだそ の時、先生 に神 業の よ うにマ ンガを取 り上 げ

られ(足 音 も立てずに近づいてきたあの先生 は、 ど

こかで忍び の練習 を してい るに違 いない と思 うくら

いで)、 そのマ ンガ を しば らく返 して もらえない と

い う意地悪 な(当 然か)対 応 は、私 の数 学嫌 いに さ

らなる拍車 をか け… い けない、いけない、私 の数

式にまつ わる昔話が長 くなって しまいま した。話 を

元に戻す と、数式 に対 していいイメージを持 ってい

本 を紹介 してい る某教授 のこ とが好 きであ るこ

と、そ して紹介 文に"ケ アの本 質"と 謳 ってあ る

こ とに心が惹かれ たか らです。
"ケ アの本質"と い えば

、 ミル トン ・メイ ヤ ロ

フの著書が頭 に浮かびます(『 ケアの本 質 生 き

ることの意味』図書館所蔵 ・請求記号:114-Ma98

(棚ll(2階)))。 この著書のなかで メイヤ ロフ

は、 「相手が成長 し、 自己実現す ることをたす け

るこ ととしてのケアは、ひ とつの過程で あ り、展

開 を内には らみつつ人に関与す るあ り方で あ り、

それ はち ょうど、相互信 頼 と、深ま り質的 に変

わってい く関係 とをとお して、時 とともに友情が

成熟 してい くの と同様 に成長す るものなので あ

る。」 〔原文ママ〕 とい ってい ます。 このメイヤ

ロフがいってい るケアの現象 を具象 として表現 し

た ものが、 『博士 の愛 した数式』 にはあふれ てい

ます。"家 政婦 の私"は 、"記 憶力 に障害 を もっ

ている博 士"の ことを実 によ く観察 してい ます。

観 察 しているか らこそ、気づ き、そ の内容 の意 味

を理解 し、行動(こ こではケ ア とい って もいいか

も)へ と発展 させ るこ とがで きたのだ と思 いま

す。 そ して、"記 憶力 に障害 をもってい る博 士"

も同様 に観 察 しています。相互 の気 づきが、相 手

への思いや り ・いたわ りとな り、相 互信頼 へ と発

展 してい くのだ と思います。"家 政 婦の私"は 、

博士の袖 口にメモを見つけます。 そのメモ には、

《新 しい家政婦 さん》 と書いてあ り、後 ろには
"私"の 似顔絵 があ ることに気づ きます

。 この こ

とか ら、"私"は 自分 が帰った後、記憶が消 えな

い うちに急いでその絵 を描 いてい る"博 士"を 想

像 します。そ して、 「彼 が私のた めに、(数 式

を)考 えるた めの貴重な時間 を中断 して くれた証

拠 だ」 と理解す るのです。 この気づ き ・理解 は、

メイヤ ロフのい ってい る"自 身が他者の成長 のた

めに必要 とされてい るこ とを実感す る"、 あるい

は"自 己の生 の意味 を、対象 をケアす るこ とに よ

り発 見す る"と い うケアの現象 とつ ながってきま

す。
"家 政 婦 の私"が 感 じ る

、喜 び、そ して 悲 しみ

は、臨床現場 か ら離れ てい る私 に忘れ か けてい る

ものを呼び起 こ して くれ ま した。ぜ ひ、皆 さん も

この本 を とお して"ケ ア とはな んぞや"を 考 えて

欲 しいな と思います。

○ 諮 求 記 号:913.6-024(文 庫 ・新 書 コー ナ ー)
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文献複写申込前のお役立ちサイト

http：//jairo.nii.ac.jp/

も し くは 図書 館 の ホー ム ペ ー ジか ら リンク して い ます

求める論文が無料で、しかもそ

の場で読めるとしたら … 今回

は、そんなお役立ちサイ トをご紹

介 します。

国立情報学研究所が平成21年4

月より正式公開した学術機関 リポ

ジ トリトータルサイ ト 「JAlR

O」(ジ ャイロ)で す。

リポジ トリについては前号の
「図書委員会主催研修会報告 研

究成果発信 と学術情報 リポジ ト

リ」でご説明しましたが、このJ

AIROで は、そ うした各大学の

機関 リポジ トリで蓄積 されている

研究紀要や学会誌で発表された研

究者の論文や教材 を、まとめて検

索 し、無料で見ることができま

す。

4年 生は、これから看護研究の

ために文献入手が多くなってきま

す。文献複写の取 り寄せを申込む

前に、ぜひJAIROを 検索 し

て、本文を無料で入手できないか

確認 してみてください。

"改 漸 蕩 涯 流癖イ節冥 拓^贈 鐸四 π 酔 竹 》 瀞雛

お世話になりました～退職者からのメッセージ～

前 ・非常勤職員 金子美奈さん

図書館で勤務 させていただきま した5年 間は、

ご指導を賜 りました職員の皆様のおかげをもちま

して大変充実した日々を過ごさせていただきまし

た。また、看護の道を志す学生の方の勤勉 さには

日々感心するばか りでした。末筆ながら長い間お

世話になりました看護大学様の今後ますますのご

発展 と、皆様方のご健勝 とご活躍をお祈 り申し上

げます。

前 ・開館延長嘱託員 能登宏男さん

いつ しか 「看護」や 「介護」に携わる方に対して尊敬

や感謝の気持ちを持つ年齢になっていました。5年 前に

この仕事に就いたとき、皆 さんの大勢の先輩達が熱心に

図書館に通 う姿を見て、正直驚き、何かお手伝いが出来

ないかと思いながら5年 間を無為に過ごしてしまいまし

た。今は、皆 さんがそれぞれ掲げた 目標を成就 されるこ

とを祈っています。最後に、長い間お世話戴いた看護大

の皆様あ りがとうございました。

よろしくお願いします～新採用職員の
非常勤職員 小堺智美

4月 からお世話になっています。図書館業務は

初めてでまだまだ戸惑 うことばかりですが、1日

も早 く仕事を覚え、皆様が気持ちよく利用できる

よう頑張りたい と思います。 よろしくお願い致 し

ます。

ご挨拶～

開館延長嘱託員 篠宮昭夫

4月 から新 しく図書館の夜間及び土曜 日の嘱託員

としてお世話になっています。不慣れなため、皆様

にご迷惑をかけることもあると思いますが、一生懸

命努めますのでよろしくお願い します。
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